
さくらの開花・満開について 
 
気象庁では、全国の気象官署で統一した基準により、うめ・さくらの開花した日、かえで・

いちょうが紅（黄）葉した日などの植物季節観測を行っています。特にさくらの開花や満開に
ついては、報道で大きく取り上げられることも多いです。では、さくらの開花や満開は、どのよ
うに観測しているかご存知でしょうか。 
さくらなどの植物については、周囲の環境が変化しにくい場所に、基準となる「標本木」を

設定し観測しています。現在、網走地方気象台では桂ヶ丘公園にエゾヤマザクラの標本木
を設定しており、この木で5～6輪以上の花が咲いたときを「開花」、約80％以上の花が咲い
たときを「満開」と定義しています。 
　なお、昨年2025年の開花は5月8日（平年は5/10）、満開は5月10日（平年は5/13）に観測し
ました。これは、気象庁でさくらの観測をしている気象官署の中で、最も遅い 
開花および満開の観測となりました。 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　さくらの開花や満開を観測した場合には網走地方気象台ホームページ内の写真館に画像
を掲載しますので、是非ご覧ください。 
 
 
問い合わせ先　網走地方気象台（電話：0152-43-4349） 
 
 


